
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
暮
ら
し
に
お
困
り
の
方
の
た
め
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
！

家
計
、
債
務
、
就
労
、
社
会
参
加
、
ひ
き
こ
も
り
、
対
人
不
安
な
ど
暮
ら
し
に
悩
み
を
抱
え
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
「
つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
全
て
し
っ
か
り
と
お
聴
き
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
本
人
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
周
り
の
方
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
を
支
援
す
る
の
？

〜　
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
中
で
生
活
に

困
窮
す
る
人
を
支
援
し
ま
す　
〜

経
済
的
な
問
題
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、
安

定
し
た
生
活
に
向
け
て
仕
事
や
住
ま
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
援
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
生
活
保
護
、
資
金
貸

付
、
食
料
援
助
な
ど
の
支
援
や
各
分
野

の
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

暮
ら
し
に
困
る
理
由
や
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
人

が
、
支
援
の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

▼
家
賃
や
光
熱
水
費
、
自
動
車
ロ
ー
ン

の
支
払
い
が
あ
る
が
、
滞
納
が
続
い

て
し
ま
う
人

▼
税
金
、
使
用
料
の
納
付
書
や
督
促
状

ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
？

〜　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
状
況
に

応
じ
て
支
援
し
ま
す　
〜

つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
の

相
談
支
援
員
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
一
人
一

人
の
状
況
に
応
じ
支
援
プ
ラ
ン
を
作

り
、
継
続
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

支
援
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問
社
会
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
１
２
０

○
あ
な
た
だ
け
の
「
支
援
プ
ラ
ン
」

を
作
り
ま
す

　
家
計
管
理
や
就
職
、
住
ま
い
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
具
体
的

な
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄
り
添
い
な
が

ら
、
自
立
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

相
談
か
ら
支
援
ま
で
の
流
れ
は
？

〜　

あ
な
た
だ
け
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
安
定
し
た
生
活

に
向
け
て
支
援
し
ま
す　
〜

　
相
談
か
ら
自
立
ま
で
の
、
支
援
の
流
れ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。《

ま
ず
は
相
談
窓
口
へ
》

　
困
り
ご
と
を
お
聴
き
し
ま
す

	

　
　

《
生
活
の
状
況
を
見
つ
め
る
》

　
一
緒
に
考
え
ま
す

	

　
　

《
支
援
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
》

　
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
す

	

　
　

《
支
援
決
定・サ
ー
ビ
ス
提
供
》

　
一
緒
に
振
り
返
り
ま
す

	

　
　

《
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
》

　
一
緒
に
見
直
し
ま
す

	

　
　

《
真
に
安
定
し
た
生
活
へ
》

　
困
り
ご
と
の
解
決

《
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず

（
社
会
福
祉
法
人
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
勝
野
２
１
５
番
地
（
高
島
支
所
２
階
）

　

（
３
６
）８
２
５
５

▼
相
談
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
相
談
方
法　
電
話
や
面
談
の
ほ
か
、

　
訪
問
で
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼http://w
w

w
.takashim

a-shakyo. 
or.jp/yorozu/

困
り
ご
と
《
な
ん
で
も
》《
ま
る
ご
と
》
お
聴
き
し
ま
す

　
〜 

高
島
市
の
生
活
困
窮
者
支
援 

〜

相
談
１２３４５６ 目

標
行
動

確
認

見
直

解
決

が
届
い
て
い
る
け
れ
ど
、
市
役
所
に

相
談
に
行
け
な
い
人

▼
離
職
後
に
求
職
の
努
力
を
重
ね
た
が

再
就
職
で
き
ず
、
自
信
を
失
い
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
な
っ
た
人

▼
高
齢
で
体
の
弱
っ
た
親
と
二
人
暮
ら

し
を
続
け
る
う
ち
、
地
域
か
ら
孤
立

し
て
し
ま
っ
た
人

▼
慢
性
的
な
病
気
の
た
め
、
医
療
費
の

負
担
が
大
き
い
け
れ
ど
、
あ
ま
り
仕

事
が
で
き
ず
収
入
が
増
や
せ
な
い
人

▼
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
逃
れ
て
家
を

飛
び
出
し
た
が
、
子
ど
も
が
幼
い
た

め
に
就
業
が
難
し
い
人

▼
家
計
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
い
た

め
に
、
借
金
の
連
鎖
を
止
め
ら
れ
な

い
人　
な
ど

○
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
探
し
、
経

済
的
に
自
立
す
る
た
め
の
支
援
を

し
ま
す
（
就
労
支
援
）

　
個
人
の
強
み
や
経
験
を
生
か
し
、
や

り
が
い
の
持
て
る
仕
事
を
み
つ
け
る
た

め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
や
職
業

適
性
検
査
の
実
施
、
職
業
訓
練
の
紹
介

な
ど
に
つ
い
て
就
労
支
援
員
が
援
助
し

ま
す
。

○
社
会
参
加
や
就
職
へ
の
第
一
歩
と

し
て
、
能
力
向
上
や
就
労
体
験
を

支
援
し
ま
す
（
就
労
準
備
支
援
）

　
社
会
に
出
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
な

ど
す
ぐ
に
仕
事
に
就
く
こ
と
が
難
し
い

方
に
は
、
一
般
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
や
就
労
体
験
、
就
労
訓
練
の
提
供
を

行
い
ま
す
。（
一
部
工
賃
が
得
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。）

○
家
計
の
立
て
直
し
を
助
言
し
、

　
支
援
し
ま
す
（
家
計
改
善
支
援
）

　
家
計
状
況
の「
見
え
る
化
」を
行
い
、

相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ

う
に
支
援
計
画
の
作
成
や
相
談
支
援
、

関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な
ど
を
家
計
改

善
支
援
員
が
行
い
、
早
期
の
生
活
再
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
、
住
ま
い

に
関
す
る
支
援
を
し
ま
す

　
（
住
居
確
保
給
付
金
）

　

離
職
な
ど
で
住
む
と
こ
ろ
が
な
く

な
っ
た
人
や
、
住
む
場
所
を
失
う
お
そ

れ
が
高
い
方
に
は
、
就
職
活
動
を
す
る

こ
と
を
条
件
な
ど
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
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問高島市選挙管理委員会事務局（総務課）　 （２５）８０００
子
ど
も
や
若
者
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
、
子
ど

も
が
被
害
に
遭
う
事
件
や
薬
物
乱

用
、
暴
力
行
為
、
非
行
な
ど
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ

に
、
子
ど
も
や
若
者
の
行
動
に
対
す

る
大
人
の
無
関
心
さ
や
、
規
範
意
識

の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
、
お
互
い
が
気
楽
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
大
人
か
ら
の
「
お

は
よ
う
」「
お
か
え
り
」
の
あ
い
さ

つ
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
を
意

識
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
や
若
者
の

非
行
防
止
や
育
成
支
援
に
つ
な
が
り

ま
す
。

【重点事項】

１　若者の社会的自立支援の促進

２　子どもを犯罪や有害環境等から守るための取り組みの推進

３　子どもの貧困対策の推進

４　児童虐待の予防と対応

５　生活習慣の見直しと家庭への支援

問
あ
す
く
る
高
島　

（
２
５
）
８
５
５
６

　
　
《
相
談
専
用
》　

（
２
５
）
８
５
５
５

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

学
校
の
こ
と
、
友
達
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
や

若
者
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。（
小
学
生
〜
30
歳
代
ま
で
）

▼
相
談
時
間

　
　
月
〜
金　
９
時
〜
17
時

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
休
み
）

▼
相
談
方
法

　
○
面
談
（
来
所
・
訪
問
）

　
○
相
談
専
用
電
話

　
　

（
２
５
）
８
５
５
５

ま
た
、
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
適
切
な
機
関
を

紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
事
前
予
約
に
よ
り
、
右
記
時
間
外
や
土

曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
の
相
談
、
希
望
さ

れ
る
場
所
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。）

児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成

16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
の
施
行

月
で
あ
る
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的

注
意
喚
起
を
図
る
た
め
、『
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
と
し
て
、
全

国
的
に
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
展
示
】

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
「
子
ど
も

虐
待
防
止
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
11
月
１
日
（
金
）

か
ら
、
新
館
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
に
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

来
庁
の
際
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
リ
ボ
ン
を
飾
り

付
け
て
い
た
だ
き
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

ツ
リ
ー
の
完
成
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　

（
２
５
）
８
５
１
７

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

11
〜
輝
く
未
来　

育
て
支
え
て　

見
守
っ
て
〜

〜
輝
く
未
来　

育
て
支
え
て　

見
守
っ
て
〜

２０１９年度明るい選挙推進啓発作品の入賞作品決定！

ともに
マキノ土に学ぶ里研修センター

発表の部　11/３日
　　　　　　12 時〜 16 時
展示の部　10/31木〜11/４月
　　　　　　９時〜17 時

ともに
アイリッシュパーク（高島公民館）

発表の部　11/４月
　　　　　９時30分〜15時30分
展示の部　11/１金〜４月
　　　　　９時〜 20 時

新旭体育館

発表の部　11/３日・４月
　　　　　　10 時〜 15 時

展示の部　11/１金〜４月
　　　　　　10 時〜 19 時

ともに安曇川公民館

発表の部　11/３日
　　　　　　９時 30 分〜 16 時
展示の部　10/30水〜11/３日
　　　　　　９時〜18 時

高島市民会館

発表の部　11/４月
　　　　　　９時 30 分〜 16 時

発表の部　11/３日
　　　　　　10 時〜 15 時

展示の部 展示の部　11/１金〜３日
　　　　　　９時〜 17 時

問マキノ公民館　 （２７）１１３１

問高島公民館　 （３６）０２１９ 問新旭公民館　 （２５）５５００ 問安曇川公民館　 （３２）０００３

問今津公民館　 （２２）２２４９

※本年度は今津東コミュニ
ティーセンターが改修工事
のため、展示は行いません。

（４日は 15時30分まで） （30日は 13 時から）

３日 10 時

からお茶席

を行います

４日午後から

お茶席・囲碁

大会を行います

問朽木公民館　 （３８）２３２４

マキノ生涯学習
フェスティバル

第１5回

ガリバー文化祭 安曇川文化祭新旭文化祭

今津町文化祭 朽木文化祭

文化の秋を堪能しよう！　地域文化祭

ともに朽木公民館
（３日は 15 時まで）

新旭公民館

　２０１９年度明るい選挙推進啓発作品
を募集したところ、多数のご応募をいた
だき、ありがとうございました。
　このたび、応募作品を高島市明るい選
挙推進協議会と高島市選挙管理委員会が
合同で審査した結果、次の作品が入賞さ
れました。おめでとうございます。入賞
した作品は、今後の選挙啓発に使用する
とともに、滋賀県の審査に出品します。

▽ポスターの部

▽標語の部
【最優秀賞】
「子や孫の　未来へつなぐ　この一票」
　足立　清勝さん（新旭）

【優秀賞】　
「投票は　暮らしを守る　意思表示」
　竹下　テルさん（新旭）

▽四コマ漫画の部
【最優秀賞】
高島小学校５年
　荒木　一穂くん

【優秀賞】
高島小学校３年
　荒木　皓

こ う た
太くん

【最優秀賞】　
　宮本　舞帆さん

※子どもや若者について気になる行動がある場合、
　子ども・若者支援センター“あすくる高島”までご連絡ください。

いってき
まーす！

気を付けていってらっしゃい

2019.11 月号11 2019.11 月号 10

お知らせ拡大版



問
消
防
本
部
予
防
課　

（
２
２
）
５
４
０
３

？

①給与支払報告書の提出（１月 31日まで）
②税額の計算
③・④特別徴収税額の通知（５月 31日まで）
⑤給与支払時に税額を徴収（毎月の給与支払日）
⑥税額の納入（翌月 10日まで）

①

②

③
④

⑤
⑥

事業者
（給与支払者）

従業員
市 町

従業員の方が
お住まいの

【事業主の皆さんにお知らせです】

個人住民税は「特別徴収」で納めましょう

【今津税務署から説明会のお知らせです】

【所得税の源泉徴収との違い】

●市町が税額の計算を行うため、所得税と違い、
税額計算や年末調整の必要がありません。

【特別徴収の手続きは】
●毎年１月 31 日までに提出することになって

いる給与支払報告書（総括表）の右上の特別徴
収義務者指定番号（給与支払者番号）の欄に朱
書きで『特別徴収へ切替え』と記載の上、各
市町に提出してください。

▼税務署での相談を希望される方は、事前の予約をお願いします。
▼令和元年分から「スマートフォン」を使った確定申告がより便利になります。

〔説明会に関する問合先〕今津税務署　法人課税部門
　 （２２）２５６１（自動音声案内に従って「２」を選択してください。）

【特別徴収とは】

●事業者（給与支払者）が所得税の源泉徴収と同
様に、毎月の給与から従業員（役員、パート、
アルバイトなど全て含みます。）の個人住民税
を徴収（引き去り）し、納入する制度です。

●地方税法および各市町の条例により、給与を
支払う事業者は、原則としてすべて特別徴収
義務者として、個人住民税を特別徴収するこ
とになっています。

【特別徴収のしくみ】
●毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収

税額決定通知書」をお送りしますので、その
税額を毎月の給与から徴収（引き去り）し、翌
月 10 日までに各従業員の住所地の市町へ、
市町ごとの合算額を納入していただきます。

●従業員が常時 10 人未満の事業者は、申請に
より通常 12 回の納期を２回にすることがで
きます。

問高島市税務課　 （２５）８１１６　　滋賀県総務部税政課　 ０７７（５２８）３２１３ 秋
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問 市民課　 （２５）８０１８

11 月５日（火）から住民票やマイナンバー
カードなどへの旧氏併記が可能になります。

住民票に旧氏を併記することに
より、婚姻等で氏に変更があった
場合でも、従来称してきた氏をマ
イナンバーカード等に併記し、公
証することができます。

また、住民票に旧氏が記載され
ると、旧氏での印鑑登録が可能に
なります。

戸籍謄本等をご用意いただき、
マイナンバーカード（通知カード）
を持って、市民課で手続きをお願
いします。（申請は住所がある市
町村に限ります。）

　高島トレイル連携協議会では、市民向けト
レッキング教室を開催します。
　今津の武奈ヶ獄は、雄大な琵琶湖と若狭湾が
一望でき、また朽木の山々や比良山系を望むこ
とができます。
▼日　時　11月17日日９時〜 16 時頃
▼場　所　石田川ダム（９時集合）
▼対象者　山登りに興味がある方（中級者）
▼定　員　15 人
▼ルート　石田川ダム→武奈ヶ獄北尾根
　→武奈ヶ獄山頂→武奈ヶ獄北尾根→石田川ダム
▼持ち物　昼食、飲み物、雨具等
▼参加費　１，０００円
▼募集期限　11月13日水
▼申込先
　高島トレイル連携協議会
　（事務局：びわ湖高島観光協会）
　 （３３）７１０１

問 観光振興課　 （２５）８０４０問 観光振興課　 （２５）８０４０

11
10

11月９日
〜15日

？

開催日 時間 内容 場所

11月21日木

13 時 30 分
〜 15 時 30 分

源泉所得税
年末調整説明会 安曇川

公民館15 時 40 分
〜 16 時 20 分

消費税軽減税率
制度説明会

11月26日火 13 時 30 分
〜 15 時

消費税軽減税率
制度説明会

市役所
新館３階

住民票などに旧氏（旧姓）が

併記できます

併記すると、どうなるの？

どうすれば併記できるの？

トレッキング教室開催 !

in 武奈ケ獄

トレッキング教室開催 !

in 武奈ケ獄

11 月５日火〜
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